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三宅島においてテングサは重要な漁業資源であり、1991 年の漁獲高は 1 億 9 千万円に
ものぼった。（東京都労働経済局農林水産部水産課，1992）特に三宅島の東岸は、黒潮の
島陰効果によって湧昇が起るため良好なテングサ漁場であった。（東京都水産試験場，




























































ングサ属としてマクサ Gelidium elegans やオオブサ G. pacificum など 19 種、オ
バクサ属としてオバクサ Pterocladiella tenuis やカタオバクサ Pterocladia densa  
など 3 種が報告されている。伊豆諸島におけるテングサ漁業の対象種は、マクサ、オオブ













ルタル、フェンスは各 2 礁、混紡化学繊維は 1 礁について試験を行った。2～3 ヶ月毎に








実験には、紅色植物門テングサ目テングサ科マクサ Gelidium elegans を使用した。
マクサは館山ステーション地先、および千葉県館山市伊戸にて採取した。採集した個体は









お、それぞれの基質は水路中央に設置した。使用した基質を Fig.4 に示した。 
 実験装置を Fig.6 に示す。水槽は直径 100cm、高さ 75cm の円形である。水槽中央に外





















せて各種流速を基質に与えた。流速は、5，10，20 cm/sec の順で 5 分ごとに変化させ、各
流速において基質へのマクサの残存個体を計数した。また、各流速において残存率（R）
を算出した。R の算出式は、［ R=N /I×100 ］（N：突起物に残っているマクサ数(個体), I：





れぞれ、クレモナ 48cm2、ポリエステル 42 cm2、ポリエチレン 48 cm2、ポリプロピレン
57 cm2、ナイロン 40 cm2であった。実験手段および手法は 2－3－2 と同様である。実験













は、［ C=L / D ］（L：繊維長 , D：繊維の始点と終点の距離）である。化学繊維のサンプ




 三宅島において海藻礁を設置するための適地選定を目的として、2005 年 8 月 7～10 日、
2006 年 8 月 28～31 日および 2008 年 8 月 5～8 日に、三宅島にて照度および海底堆積粒
子の調査を行った。海底堆積粒子の採取地点は、2005 年では伊ヶ谷、湯の浜、三池港先
端、三池港灯台下の 4 点、2006 年では錆が浜、伊ヶ谷、大久保、湯の浜、三池港灯台下、
坪田の 6 点、2008 年では伊ヶ谷、湯の浜、大橋、三池港灯台下、坪田の 5 点である
（Fig.2(c)(d)）。各測点の水深は、7－11m であった。 


















 粒径分布は、秤量後の試料を薬さじでかきとり、粒径分布測定装置 LS-200（Coulter 
Electronics LTD.）によって計測した。測定範囲は 0.3752～2000μm である。 
 強熱減量は次のように求めた。秤量後の試料を予め恒量化したるつぼに投入し、マッフ




－6.58w/d ]（w：堆積粒子重量(mg / m2)，d：堆積粒子の平均粒径(μm)）を用いた。算出の
際には、粒径分布の特徴を着生率に反映させるため、粒径分布測定装置によって粒径





た。調査月は、大橋では 2005 年は 4 月、2006 年は 6 月であり、2005 年の坪田は 7 月、
それ以外はすべて 8 月である。マクサ資源量に加えて、1990～2006 年までの三宅島にお
けるテングサ生産量を調べた。資料として、東京都産業労働局農林水産部水産課発行の東
京都の水産（平成 4～19 年）を使用した。 
 
 2－4－2 三宅島における試験 






2007 年 2 月 13 日、2008 年 6 月 21 日、2008 年 5 月 8 日に調査を行い、マクサの着生を
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第 3 章 結果および考察 
 
3－1 大島における海藻礁試験 
 モルタル、フェンス、およびボルトを固定した試験礁は、2005 年 8 月 5 日に設置した。
また、2005 年 9 月 21 日に化学繊維の突起物を固定した海藻礁を設置した。化学繊維とモ









（Fig.9-1(d), Fig.9-2(e)）、テングサ類が付着している突起物は、混紡化学繊維 3 突起とモ
ルタル 4 突起のみであった。突起あたりのマクサ着生数はそれぞれ、混紡化学繊維 14.7
（±4.0）本、モルタル 1.8（±1.0）本であった（Fig.10）。突起に見られたマクサはいず
れも仮根を形成し着生していた。着生数は混紡化学繊維で有意に高かった。また、着生し
ていたマクサ長の平均は、混紡化学繊維では 7.3(±3.2)cm、モルタルでは 8.6(±2.7)cm で









 流速 5cm/sec における基質あたりマクサ付着数はそれぞれ、モルタル 0.6(±0.9)個体、
フェンス 8.4(±0.6)個体、ボルト 0 個体、および混紡化学繊維で 0.2(±0.5)個体となった。
また、流速 10cm/sec においては、モルタル 0.2(±0.5)個体、フェンス 9.8(±0.5)個体、ボ
ルト 0.2(±0.5)個体、混紡化学繊維 1.4(±0.6)個体となり、流速 20cm/sec においてはモル
タル 0 個体、フェンス 9.8(±0.5)個体、ボルト 1.6(±0.9)個体、混紡化学繊維 3.6(±0.6)
個体となった (Fig.11)。さらに、流速 5cm/sec における突起物への単位面積あたりマクサ
付着数は、それぞれモルタルで 0.4(±0.5) ×10-2個体 / cm2、フェンスで 3.5(±0.2) ×10-2
個体 / cm2、ボルトで 0 個体 / cm2、および混紡化学繊維で 0.4(±0.7) ×10-2個体 / cm2
となった。また、流速 10 cm/sec においては、モルタル 0.1(±0.3) ×10-2個体 / cm2、フ
ェンス 4.1(±0.2) ×10-2個体 / cm2、ボルト 0.7(±1.4) ×10-2個体 / cm2、混紡化学繊維
2.6(±0.9) ×10-2個体 / cm2となり、流速 20 cm/sec では、モルタル 0 個体 / cm2、フェン
ス 4.1(±0.2)×10-2個体 / cm2、ボルト 5.7(±2.9)×10-2個体 / cm2、混紡化学繊維 6.7(±






個体 / cm2 であったモルタルを除いた基質において残存率を求めた。［止水，5，10，
20cm/sec］の流速下での残存率は、フェンスでそれぞれ 100%,40(±39)％, 33(±30)％, 
13(±27)％、ボルトで 87(±27)％, 27(±39)％, 20(±40)％, 0％であり、混紡化学繊維で













 流速 20cm/sec における突起物への単位面積あたりマクサ付着数はそれぞれ、クレモナ
7.5(±1.7)×10-2個体 / cm2、ポリエステル5.4(±1.1)×10-2個体 / cm2、ポリエチレン4.4(±
2.4)×10-2個体 / cm2、ポリプロピレン 3.9(±1.9)×10-2個体 / cm2、ナイロン 4.8(±2.1)
×10-2個体 / cm2であった（Table 1）。クレモナは他のどの繊維よりも有意に高い値を示
し、混紡化学繊維よりも高い傾向がみられた。また、［止水，5，10，20cm/sec］の残存率
は、クレモナでそれぞれ 87(±22)%, 53(±37)%, 33(±30)%, 20(±22)%、ポリエステルで
30(±31)％, 13(±22)%, 0%, 0%、ポリエチレンで 60(±29)%, 7(±13)%, 0%, 0%、ポリプ








タイプが見られた（Fig.15）。タイプ別の繊維数を Table 2 に示した。タイプⅠ、Ⅱの両
方で単位長さあたりの繊維数はクレモナが最も多く、総繊維数では 10.97(±3.16) (本/cm)
となり、他の化学繊維に比べ圧倒的に多かった。また、繊維数とマクサ付着数との関係を













20cm/sec における残存率は、100%, 77(±30)%, 37(±38)%,および 30(±28)%となり、ク







 三宅島におけるテングサ生産量の経年変化を Fig.20 に示した。（東京都産業労働局農林
水産部水産課，1991－2007）生産量は 90 年代前半には 500～700ton であった。ここで
1989 年のマクサ漁場評価（Fig.1(a)）をみると、評価の高い漁場は島の東側海域に偏って
おり、この東側海域のテングサの生産量が三宅島全体の生産量の大半を占めていることが
わかる。また、テングサ生産量は 90 年代後半にかけて次第に減少した。2000 年 7 月の噴
火以降、2004 年まで全島避難のため水揚は無かった。漁業者が帰島した 2005 年以降の生
産量は、テングサ群落が荒廃したままなので従前のようには回復していない。 
 坪刈り調査の結果を Fig.21 に示す。2005 年は、伊ヶ谷 50 g/m2、湯の浜 132 g/m2、大
橋 27 g/m2、三池 440 g/m2、坪田 329g/m2であった。2006 年には、錆が浜 11 g/m2、伊ヶ
谷 13 g/m2、大久保 104 g/m2、湯の浜 410 g/m2、大橋 0 g/m2、三池 367 g/m2、坪田 61 g/m2
20 
であった。2008 年には、伊ヶ谷 269 g/m2、湯の浜 171g/m2、大橋 135 g/m2、三池 9 g/m2、
坪田 52 g/m2となった。 
 マクサ資源量は、2005 年で三池、2006 年で湯の浜、2008 年では伊ヶ谷で最も多かった。
また、年によって大きく変動し、島周囲の分布に一定の傾向は見られなかった。いずれの





















深値は、22m であった。8 月の三池における海中照度 PAR（相対照度）は、生育上限水深
の 3m 深において 1025.3μmol /m2･sec（55％）、マクサの繁茂状況が最良であった 10m
21 
深において 517.2μmol /m2･sec（28％）であった。生育下限水深では、三池は 444.3 μ















海底堆積粒子重量の経年変化を Fig.22 に示した。2005 年では、伊ヶ谷 33.2（±12.2）
mg/cm2、湯の浜は最も多く、1814.5（±1211.7）mg/cm2、三池港先端 84.0（±39.2）mg/cm2、
三池港灯台下 62.9（±33.2）mg/cm2であった。2006 年では、錆が浜 33.4（±14.8）mg/cm2、
伊ヶ谷 25.2（±12.7）mg/cm2、大久保 48.1（±30.2）mg/cm2、湯の浜 109.3（±51.6）
mg/cm2、三池港灯台下 42.2（±41.0）mg/cm2、坪田は 112.5（±32.9）mg/cm2であった。










次に、体積平均粒径を見てみる。2005 年の平均粒径は、伊ヶ谷 379μm、湯の浜 583μ
m、三池港先端 536μm、三池港灯台下 469μm であった。2006 年は、錆が浜 633μm、
伊ヶ谷 323μm、大久保 427μm、湯の浜 505μm、三池港灯台下 767μm、坪田 397μm
となり、2008 年には伊ヶ谷 251μm、湯の浜 559μm、大橋 354μm、三池港灯台下 341
μm、坪田 366μm であった。さらに、体積最頻出粒径は、2005 年では伊ヶ谷 111μm、
湯の浜 494μm、三池港先端 256μm、三池港灯台下 176μm であった。2006 年は錆が浜
1433μm、伊ヶ谷 101μm、大久保 256μm、湯の浜 309μm、三池港灯台下 1143μm、
坪田 256μm、となり、2008 年には伊ヶ谷 128μm、湯の浜 1908μm、大橋 203μm、三








い粒子にピークがみられた。2008 年の伊ヶ谷は 2005、2006 年に比べ、大型の粒径におけ
るピークが大きくなり、小さな粒径のピークが小さくなっていた。湯の浜については、2008
年に 1000μm 以上の大型の粒子が急激に増大した。三池港灯台下においては、2005 年は
粒径 100μm 付近に大きなピークを有していたが、2006 年のピークは 1000μm 付近とな




















年は粒径 100μm 以下の小さな粒子にもピークがみられ、翌年（2006 年）のマクサ資源
量は 2005 年に比べ減少した。また、湯の浜の 2005 年は大きな粒径にピークが見られ、









 ここで、強熱減量を Table 6 に示す。2008 年の各地点における強熱減量の平均値（n＝
24 
5）は、3.4～10.2％となった。湯の浜、三池港灯台下、坪田においては前年と大きな変化
















 3－4 において、2006 年では三池港灯台下が、海藻礁の設置に最も適していると考えら
れた。そのため、三池港の付近であり、海藻礁の設置に支障のない大橋において、海藻礁
の実用試験を行うことにした。 
 試験の経過を Fig.24 に示す。2006 年 12 月 1 日、三宅島東部大橋 (水深 10ｍ)に基質と
して化学繊維突起を有する海藻礁を10基および対照礁10基を同時に設置した（Fig.24(a)）。 
 設置から 2 ヵ月後の 2007 年 2 月 13 日の調査では、全ての礁の突起にマクサの栄養体
が多数付着していた（Fig.24(b)）。しかし対照のものにはまったく見られなかった。2008
年 6 月 21 日の調査でも突起表面はマクサが優占しており、突起の周辺部にもマクサの着




対照ブロックは 14.1 g/m2、天然の岩盤での平均値は 47.4(±5.8) g/m2となり、海藻礁にお
ける着生量が最も多かった。また、着生していた海藻におけるマクサの割合（重量％）は、
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379     323     251         111     101     128
2005     2006    2008
583     505     559         494     309    1908
633                             1433
397     366              256    245
469     767     341         176    1143    223
354        203
427                               256
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74.4          5.8 47.4(±5.8)
着生量
（ｇ/m2）
78 4                   17(±1) 
(N=1) (N=1) (N=2)






















































































































































・伊豆の天草漁業編纂会（1998）：伊豆の天草漁業 成山堂書店 p.23,25 
・植田三郎（1936）：テングサの増殖に関する研究(Ⅰ) 日本水産学会誌 No.5,p.183－186 
・大井洋平（2007）：三宅島海域における紅藻マクサ群落への海底堆積粒子の影響に関する研
究 東京海洋大学 修士学位論文 
・大須賀穂作，山崎浩（1960）：テングサ漁場の水中照度と着生量 水産増殖 8(2)：111－116 
・加藤孝（1955）：投石によるテングサの増殖効果に関して 日本水産学会 21(2)：88-91 
・鈴木亮（2004）：伊豆諸島海域におけるテングサ漁獲量変動に対する気象・海況要因と漁獲
努力量の影響  東京都立大学 修士学位論文 
・滝尾健二，安藤和人，杉野隆，駒澤一朗，中村千穂，荒川久幸(2009)：三宅島の火山灰を利
用したテングサ海藻礁の開発とその効果の検証 日本水産学会誌 76：45-53 
・須藤俊造（1953）：水産増殖叢書 No.8 テングサの増殖  東京大学農学部水産学科 pp.29 
・千葉県水産試験場（1939）：石花菜増殖事業 千葉県水産試験場事業報告 p.19-22 
・東京大学地震研究所：http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/nakada/1022dep.html 
・東京都産業労働局農林水産部水産課（平成 3～19 年（1991～2007））：東京都の水産 
・東京都産業労働局農林水産部水産課（平成 4 年(1992)）：東京都の水産 
・東京都島しょ農林水産総合センター（平成 19 年度（2008））：平成 19 年度東京都島しょ農
林水産総合センター成果発表会講演要旨 p.8－9 
・東京都島しょ農林水産総合センター大島事業所（2007）：大島事業所トピック  平成 19 年
8 月 15 日版 
・東京都島しょ農林水産総合センターホームページ(2007)： 
http://www.ifarc.metro.tokyo.jp/27,1133,55,227.html 
・東京都水産試験場（昭和 45 年（1970））：東京都水産試験場調査研究要報 84  
漁場改良造成事業効果認定調査報告 浅海増殖開発事業効果認定調査（その 8）pp.12 
・中島敏光(2002)：－21 世紀の循環型資源－海洋深層水の利用 緑書房 pp.57 
54 
・藤森三郎(1940）：テングサの新養殖法―撚縄式及苗付式養殖法― 水産会 693 号 p.36-44 
・Arakawa, H., Nakayama, Y., Morinaga, T.(2007):Distribution and behavior of high－
turbidity water in shallow water area around Miyake－shima Island, Japan  La Mer 
45(1)：23-34 
 
 
 
55 
